
第20号の発刊に寄せて

学長　安　藤　広　子

　紀要第20号の発刊おめでとうございます。そして、今日に至るまで、紀要の編集に携わっ
た皆様に感謝と御礼を申し上げますと共に、紀要に投稿してくださいました皆様のご努力
に敬意を表します。先日、第１号から手にとって見させていただきましたが、掲載されて
います論文内容から、本学の短期大学・看護大学としての教育・研究に真摯に取り組む姿
勢が伝わってくるような気がいたしました。
　私たちの生活環境は、人口（疾病も含む）構造の変化や科学・医療技術の進歩、情報化
社会となり、人々の価値観が多様化するなど、大きく変化をしています。本学は、社会の
状況を見据えつつ、看護・介護の専門技術を大事に教育してきた長い歴史をもっておりま
すが、専門職者としての技術の実践には、科学的根拠に裏付けられた知識はもちろんです
が、対象者の状況やニーズに合った専門技術が提供できるように、常に探求に努めていく
ことが必要とされています。
　本学の紀要がますます充実され、その新たな知見を皆で共有し、教育・研究の質がさら
に向上し、発展されますことを祈念いたします。

　（１階の学生ロビーに設置されたモニュメントの言葉をご紹介いたします。）
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